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て，はや 5 年がすぎ，今回で 6 号目となった。「石の上にも三年」のつもりで ふた
めぐりしたことになるが，そろそろ『年報』の存在理由が きびしく問われる こ
ろだろう。 
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今回、原稿を寄せたのは「日本研究教育年報」の終刊号であるが、その前身である「日
本語学科年報」はどのような内容だったか、きっと知りたいと思う人もいるのではない
だろうか。改題前の年報と触れ合う機会があった私であれば、終刊号を手に取ってくれ
る方々にお伝えできるかもしれない。そう思うと、少しでも多く、改題される前の「日
本語学科年報」について触れておこうという思いに至ったのである。 
 実際、教育に携わるようになってからも、何度か「日本研究教育年報」に原稿を寄せ
ることがあったが、「日本語学科年報」と比べて、それらはいずれも比較的に新しく、ま
たその多くは電子版が発行されており、きっとたくさんの執筆者が言及しているであろ
うと勝手に推測しながら、小稿の内容を限定的なものにさせていただいた。 
 今回の執筆を機に、「日本語学科年報 16」を読み返したときに、実はもう一つ思いも
よらない「発見」があった。それは〈彙報〉に載せられた数々の活動写真に、懐かしい
元学長の原卓也先生や、恩師である国松昭先生の姿があった。また留学生係で、ずいぶ
んと、留学生である私たちの味方をしてくださった井上さんの写真もあった。進学など
で他大に行った外語大生が口を揃えて言っているのは、外語大の留学生係は最高に親切
だということだったと、写真に写っている井上さんの姿を見ながら懐かしく思い出す。 
 このように、私にとっての年報とは、日本課程の歩み、試行錯誤や、改革の痕跡が歴
然と残されており、教育者の思いのいっぱい詰まったものである。それとともに、年報
は研究の扉を開いてくれるものであり、研究・教育のあり方を考えさせてくれるもので
あり、また、遠く離れた人々と触れ合う機会を与えてくれる存在でもあると、あらため
て実感しつつ、筆を擱く。 
